
 「日本の地域別将来人口推計（令和5

（2023）年推計）」から将来の行政人口

を基に、処理区域内人口を予測していま

す。令和15年度では、令和6年度から

156人の減少を見込んでいます。

令和6年12月
陸前高田市下水道事業（漁業集落排水事業）　経営戦略　【概要版】

 毎年度の決算を基に現状を把握した上で５年ごとに経営戦略を見直し、事後検証を行います。なお、収支実績や投資・財政計画に係

る目標指標の確認と分析も併せて実施し、使用料収入の改定についても随時検討を行います。

 有収水量の予測は、有収水量の実績値

に対して処理区域内人口の予測値（減少

割合）を乗じることで算出しています。

令和15年度では、令和6年度から9,149㎥

の減少を見込んでいます。

 使用料収入の予測は、現在の使用料体

系で、使用料収入の実績値に対して有収

水量の予測値（増減割合）を乗じること

で算出しています。令和15年度では、令

和6年度から1,698千円の減少を見込んで

います。

施策１ 漁業集落排水施設の適正な維持管理

 ⑴ 処理施設、ポンプ施設の適正な運転と効率的な管理を実施します。

 ⑵ 管渠の事故防止のため、計画的な調査と維持管理を実施します。

 ⑶ 自然災害等の緊急時対応のため、漁業集落排水事業継続計画を更新します。

施策２ 漁業集落排水事業の経営の安定

 ⑴ 漁業集落配水事業を持続的かつ安定的に経営していくため、事業の縮小、廃止を含めた検討を行い、経営健全化を図ります。

 ⑵ 一般会計からの基準外繰入金（補助金）を、令和５年度の当初予算額に対し、令和10年度までに20％削減を目指します。

１ 投資計画 【目標指標…R9汚水処理原価：1,150.00円（R5：786.80円）】

  漁業集落排水事業は、排水区域内の整備が完了し、事業区域の拡大は行わないことから、排水区域内の整備済の施設・設備の⾧

 寿命化を目的とした修繕を実施します。また、施設の更新の検討に当たっては、施設の縮小廃止及び個別浄化槽による排水処理へ

 の移行との経済比較を行い、施設整備に係る投資を最小限に抑えていきます。

２ 財政計画 【目標指標…R9経費回収率（汚水処理費は、維持管理費のみ資本費は含まない）：25.00％（R5：41.04％）】

  使用料収入は、今後の人口減少により、現在の使用料体系では減収は避けられないことから、令和9年度までに使用料体系の見直

 しを行い、経常収支比率と経費回収率（維持管理費のみ）の向上を目指します。また、一般会計繰入金は、下水道事業会計と一般

 会計の財政状況を踏まえ、令和5年度の当初予算額に対し、令和10年度までに20％削減を目指します。

  資本的収入における主な財源は、企業債であり、適債性のある建設改良費に3/4以内を充当し、据置期間は置かずに10年償還を

 基本として借入れを行います。

 人口減少が避けられず、使用料の減収と更新費用に課題があることから、処理区域及び施設の縮小・廃止、個別浄化槽による排水処

理の検討を行い、投資を最小限に抑えていきます。また、ウォーターＰＰＰ(※)の導入について検討します。

 漁業集落排水事業に係る経営戦略は、平成29年3月に策定しており、この時点では、平成23年3月11日発生の東日本大震災

による被災施設の復旧に当たってきましたが、令和6年度時点では、復旧事業は完了し、今後は、排水区域を拡大する予定

はないことから、浄化センターと下水管の維持管理及び更新が主な事業となっています。

 また、令和3年度からは水道事業所と建設部都市計画課下水道係を、建設部上下水道課に統合し、さらに令和5年度からは

地方公営企業法を全部適用し、公営企業会計へ移行しています。

 このように、経営戦略の策定時から大きく経営状況が変化したことから、更なる経営基盤強化と財政マネジメントの向上

を図ることを目的として経営戦略を改定します。

 収益的収支は、営業収益のみで営業費用を賄えず営業損失が発生していますが、一般会計からの補助金の収入により黒字

となり、経常収支比率も100％を超えています。しかしながら、使用料収入のみでは汚水処理費を賄うことができず、経費

回収率は22.34％と非常に低い数値となっています。

 資本的収支は、東日本大震災による被災施設の復旧事業は完了し、浄化センターとマンホールポンプの電気機械設備等の

更新工事が主な事業であり、その財源として企業債を充てています。なお、令和5年度末の企業債残高は、300,712千円と

なっており、現在借入れている企業債は、令和10年度末には156,950千円まで減少する見込みです。

 令和5年度決算における漁業集落排水事業の流動比率は187.66％であり、短期的な債務の支払能力は確保していますが、

一般会計からの補助金収入により流動資産（現金）が増加したことが要因です。

 経営の効率化・健全化のためには、収入の増加と支出の削減に加え、更新需要と財源の見通しを把握た上で計画的な経営

に取り組んでいくことが必要となっています。

（※）ウォーターＰＰＰ…水分野の公共施設を対象とした新たな官民連携方式。
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